
『
郵
小
平
文
選
』
と

「
毛
沢
東
選
集』

去
る
七
月
一
日
の
中
国
共
産
党

創
立
記
念
日
に
北
京
の
人
民
出
版

社
か
ら
『
郡
小
平
文
選』

が
発
売

さ
れ
て
以
来 、

中
国
で
は 、
一

種

の
郵
小
平
プ
l

ム
が
つ
く
ら
れ
て
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ミヨE毛沢東化’を進める中国にとヲて廊小平
（右）のr文選』lま実務のお手本である

嶺雄中嶋東京外国語大学教授

い
る 。『

人
民
日
報』

が
述
目 、

『
閉山

小
平
文
選』

の
紹
介
や
解
践
に
大

き
な
ベ
l
ジ
を
さ
い
て
い
る
の
み

，
な
ら
ず 、

軍
の
有
力
者
も
一

斉
に

郡
小
平
を
た
た
え
は
じ
め
た 。

七
月
四
日
付
の
『
人
民
日
報』

が
「
偉
大
な
転
換 、

卓
越
し
た
貢

献」

と
題
す
る
李
総
生
・

溶
隊
部

隊
司
令
官
の
鄭
小
平
礼
績
給
文
を

掲
げ
た
の
に
次
い
で 、

七
月
二
六

日
付
『
解
放
箪
報』

で
は 、

余
秋

思
・

人
民
解
紋
軍
総
政
治
部
主
径

が
『
郊
小
平
文
選』
の
な
か
の
一

O

編
の
文
章
を
今
日
の
時
代
の
窓
隊

建
設
に
か
ん
す
る
「
重
要
思
想
」

だ
と
絶
按
し
た 。

し
か
も 、

そ
の
前
日
の
七
月
二

五
自
に
は 、

『
郡
小
平
文
選』

を

「
中
国
独
自
の
社
会
主
義
を
建
設

す
る
た
め
の
建
国
の
大
綱
」

だ
と

す
る
中
国
共
産
党
全
国
宣
伝
工
作

会
緩
の
決
定
が
『
人
民
日
報』

紙

上
で
大
々
的
に
報
じ
ら
れ
た 。

全
国
宣
伝
工
作
会
綴
と
い

え

ば 、

か
つ
て
毛
沢
東
が
同
会
絞
で

一

九
五
七
年
三
月
に
お
と
な
っ
た

秘
伝
が 、

文
化
大
革
命
の
閉
幕
期

に
初
め
て
公
表
さ
れ 、

『
毛
主
席

諮
録』

に
も
大一
備
に

収
録
さ
れ

て 、

文
革
の
綱
領
的
文
書
の
一
つ

に
な
っ
た
も
の
で
あ
る 。

私
も
最
近 、
『
mw
小
平
文
選』
を

一

読
し
た
が 、

そ
れ
は 、

郊
小
平

が
一

九
七
五
年
か
ら
昨
年
九
月
ま

で
に
お
と
な
っ
た
四
七
綴
の
筑
波

や
絞
話
か
ら
成
っ
て
い
て 、

今
日

の
「
四
つ
の
現
代
化」

の
時
代
に

ふ
さ
わ
し
い
内
容
の
も
の
ば
か
り

で
あ
り 、
「
わ
が
国
の
社
会
主
義
事

業
禿
震
の
過
程
で
の
基
本
的
問
題

を
正
し
く

解
決
し
た
」（
卒
務
論
文

『
人
民
日
報』
七
月
一
日
）

と
の
讃

辞
も
そ
れ
な
り
に
う
な
ず
け
る 。

カ
リ
ス
マ
化
は
排
す

同
じ
人
民
出
版
社
か
ら
刊
行
さ

れ
て
き
た
『
毛
沢
東
選
集』
の
ほ
う

は 、
一

九
五
七
年
ま
で
を
放
っ
た

第
五
巻
が
護
国
鋒
時
代
に
刊
行
さ

れ
て
以
後 、
内
訳
刊
の
気
配
さ
え
な

い
の
に

、
『
郊
小
平
文
選』
の
ほ
う

は 、

ま
さ
に
現
在
の
時
代
を
跨
っ

て
光
彩
を
放
っ
て
い
る 。

非
毛
沢
東
化
が
進
渉
中
の

今

日 、
一

九
五
七
年
以
降
の
「
大
路

巡」
・

人
民
公
社
政
策
や
文
化
大

革
命
に
閲
す
る
毛
沢
東
の
著
作
が

重
視
さ
れ
る
は
ず
は
な
く 、

従
っ

て
『
毛
沢
東
選
柏市』
は
お
そ
ら
く
当

分 、

未
完
成
の
ま
ま
で
あ
ろ
う 。

だ
が 、

同
時
に 、

か
つ
て
毛
沢

東
時
代
に
は 、

「
反
革
命
分
子」

だ
と
さ
れ
た
鄭
小
平
の
給
警
が
か

く
も
大
々
的
に
礼
駁
さ
れ
る
と
な

る
と 、

「
と
れ
は
危
な
い

。

と
れ

で
は
毛
沢
東
万
歳
と
同
じ
で
は
な

い
か」

と
将
来
を
危
ぶ
む
戸
が
中

圏
内
部
は
も
と
よ
り 、

外
部
世
界

に
も
多
い
の
は
当
然
で
あ
ろ
う 。

そ
し
て 、

そ
の
よ
う
な
危
倶
を
，

も
っ
と
も 、

強
く

抱
い
て
い
る
の

が 、

閉山
小
平
自
身
で
あ
る
ζ
と
も

い
う
ま
で
も
な
い

。

激
励
の
中
国

政
治
に
身
を
さ
ら
し
て
浮
沈
を
繰

り
返
し 、

つ
い
に
今
日
に
い
た
っ

た
郡
小
平
段 、
い
ま 、

み
ず
か
ら

の
死
後
に
中
国
の
政
治
状
況
が
再

び
逆
転
す
る
危
険
を
誰
よ
り
も
怒

れ
て
い
る 。

そ
れ
だ
け
に

、

灘
小

平
と
し
て
は 、
「
鄭
小
平
思
想」
の

生
成
と
い
っ
た
カ
リ
ス
マ
化
を
あ・

く
ま
で
も
排
し 、

も
つ
ば
ら
実
務

の
手
本
と
し
て
『
鄭
小
平
文
選』

を
位
置
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る 。

と
の
手
本
を
か
ざ
し
て 、

い
よ

い
よ
本
絡
化
す
る
全
中
図
的
規
模

で
の
整
鼠
運
動 、

つ
ま
り

地
方
末

端
に
い
た
る
非
毛
沢
東
化
に
活
字

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ 。
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